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サーボパルサ カスタム製品情報 7 共振周波数追従試験

4830制御装置用オプションソフトウエア

● 共振周波数をわずか数秒で検出できます。

共振周波数追従試験ソフトウェア

● 試験中に共振周波数を追従します。

従来の方法
周波数スイープ試験を行い，ターゲットの加速度振幅が
最大となった箇所の周波数を計測。　　　　　

（1～50Hz　50秒間　ベース加速度一定周波数スイープ試験）
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検出後引き続き，共振周波数に
よる耐久試験を行えます。

試験中自動的に周波数を微小スイープすることで，
共振周波数に追従します。

● 加速度振幅の一定制御が可能です。

目標の加速度振幅になるように変位振幅
を微調整している。
試験体の状態が変わると再度調整する必
要があり手間がかかる。

ランダム波加振により，わずか数秒で共振周波数
を検出します。実用新案

共振周波数を求める手間減らしたい。
検出時に，試験体にできるだけ負荷を与え
たくない。

試験中に自動的に共振周波数を追従して
ほしい。

試験中に共振周波数が変化しても，自動的に追従
できます。特許出願中

マウスのドラックにより別の共振
周波数を選ぶこともできます。

周波数（Hz）

現在，共振周波数が変わるたびに，試験停止，
共振周波数の再検出，条件を変えて再試験を
行っている。

加速度振幅を直接設定できます。試験体の状態が
変わっても，設定した加速度振幅になるように制
御します。 

加速度振幅を直接指定できます。
常に目標加速度振幅になるように制御します。
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※共振周波数追従試験ソフトには，周波数スイープ試験ソフトが同封されています。
※周波数スイープ／共振周波数追従試験ソフトを動作させるには，別途標準ソフトウエアが必要です。
※ベース加速度サンサは省略可能ですが，低周波の精度が落ちるため，共振周波数が10Hz以下の
　場合には適切に検出・追従できない可能性があります。

JIS D1601 自動車部品の振動試験方法より抜粋

（ベース加速度センサ）

任意の加振機
（L形，MMT，エアサーボ，フォースシミュレータ，他）
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試験体

　　　　　＋
周波数スイープ
共振周波数追従ソフト

メータ，時計，スイッチ，灰皿，ヒューズ，シガライタ，コントロールユニニット，ミラー，ラン
プ，オーディオ，空調装置用モータ，リレー

ランプ，ワイパ，ミラー

ウオッシャ，ホーン，フラッシャ，リレー，ラジェータ，定速走行装着用アクチュエータ，イ
グニッションコイル

気化器，イグニッションコイル，パルスジェネレータ，サーモスイッチ

ブレーキ装置，ブレーキチューブ

気化器，エアクリーナ，排気管，フューエルポンプ，EGR用バルブ，オイルクリーナ，ス
タータ，ディストリビュータ
イグニッションコイル，オルタネータ，各種計器及びモニタ用センサ，排気温センサ，
スイッチ（バキュームスイッチ）かじ取り倍力装置用オイルフィルタ，クラッチ部品

車体又は懸架装置のばね上に取り付けら
れ，比較的振動が小さい場合

車体又は懸架装置のばね上に取り付けら
れ，比較的振動が大きい場合

エンジンに取り付けられ，比較的振動が
小さい場合

懸架装置のばね下に取り付けられる場合
及びエンジンに取り付けられ，比較的振動
が大きい場合

 分類 取付け場所（例） 製品例
A種 室内

B種 室外

 エンジンルーム

C種 エンジン

D種 ばね下 

 エンジン 

 部品番号 品　名
347-39536 4830形制御装置
347-39704(PCセット)
347-39704-01(ノートPCセット) 

標準ソフト（Windowsソフトウェアfor4830）

347-39719-04 周波数スイープ／共振周波数追従試験ソフト
347-39503-03 V-inアンプ
339-84319 動ひずみアンプ（DA-16A）
339-84140-02 小型加速度センサ（AS-20HB）　DC～650Hz　定格容量±20G

トラブル解消のため補修用部品・消耗品は当社の純正部品をご採用ください。


